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平成 21 年 12 月常議員会議事録 
 
日 時：平成 21 年 12 月 7 日（月）13:00～14:00 
場 所：日本建築学会東北支部会議室、テレビ会議 
出席者：井上、松井、五十子、石川、浅里、田村、笹本、渡辺（議事録担当）、 

事務局（伊藤） 
 
資料 

0) 議事次第 
1) 平成 21 年 11 月常議員会議事録（案） 
2) 11 月会計報告 
3) 代議員・常議員候補者届出報告 
4) 「作品選集 2011」支部審査員の選定報告 
5) RC 規準改定・X 形配筋部材設計施工指針講習会のお知らせ 
6) 2010 年度日本建築学会国際交流振興基金の援助申請について 
7)2010 年度収支予算（案） 
8)2010 年度事業計画（案） 
9)東北建築賞研究奨励賞の審査について 
追加 1)支部研究報告会 WEB 受付システムについて 
追加 2)日本建築学会大会 2009 決算報告 

 
 
議事： 

１．前回議事録の確認（資料１） 
原案通り承認された。 

２．報告事項 

1) 11 月会計報告（資料２） 
 事務局より報告された。 

2) 代議員・常議員候補者届出報告（資料３） 
 資料の通り、代議員・支部長・常議員の候補が確定した。 

3) 作品選集 2011 選考委員の選定報告（資料４） 
 委員については確定しているものの、部会長を選出しなければならないとのこと。規定

では初回部会にて委員互選とのことであるが、本部届出締切の都合から常議員会にて指名

し事務局より確認することとなった。議論の結果、若松信行委員に部会長就任を依頼する

こととなった。 

4) RC 規準改定・X 形配筋部材設計施工指針講習会のお知らせ（資料５） 
 表記について案内が報告された。プログラム中の支部役員挨拶および司会を指名しなけ

ればならない。講習会内容が構造であるため、役員挨拶を五十子常議員にお願いすること

になった。司会については五十子常議員が別途依頼することとなった（候補者いない場合

は五十子委員が司会兼任）。 

5) 2010 年度日本建築学会国際交流振興基金の援助申請について（資料６） 
 各研究委員会に案内済みである。申し出があれば支部として推薦する。 

6) 支部研究報告会 WEB 受付システムについて（追加資料１） 
 発表申込受付フォーム（案）が提示され基本的に了承された。ただし以下の各項目につ

いては議論の通りとすることとなった。 
・締切日前の修正版投稿を認めるか否か：ID・パスワードで原稿を管理しないので、学術
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担当常議員がプログラム編成の際に最終版の判断をしなければならないが、認めることと

なった。 
・口数について：これまでは申込者 1 名当たりと捉えていた（事務局）。一方で「冊数では

ないのか」という意見もあり、また今後は CD-ROM 版が基本となるため、改めて議論した

結果、あくまでも発送手数料と位置付け「1 題当り発送手数料 500 円で一律に徴収する」こ

ととなった。 
・「送る研究題目データを選ぶ」欄について、誤解を招くので「原稿 pdf（もしくは「原稿

データ」）を選ぶ」と修正する。 
・web ページの冒頭にも原稿提出締切日を明示する 

7)日本建築学会大会 2009 決算報告（追加資料２） 
 大会決算としては黒字で終了することが出来た。ただし支部主催の関連行事（AND 展・

住まい関連等）を含めると黒字額はそれほど大きくはないとのこと。 

8) その他 
 特になし。 

３．審議事項 

1) 2010 年度収支予算（案）について（資料７） 
 事務局より起案された。2010 年度単期収支差額が赤字となっているが、予算計画を赤字

前提で組み立てて良いのかという議論があり、本部事務局にも照会しての結果、原案通り

で承認された。本部に提出され総会に付されるとのこと。 

2)2010 年度事業計画（案）について（資料８） 
 事務局より起案され、審議の結果、原案通り承認された。 

3)東北建築賞研究奨励賞の審査について（資料９） 
 推薦候補者に関連の深い方が選考委員になっているとのことで、当該委員より事務局を

通じてその取扱いについて質問がなされた。常識的に言って、その候補者に関する審査は

辞退すべきであろうとのことを確認した。 

4) みちのくの風 2010 山形について 
 佐藤滋会長の支部訪問については本部に打診し、6/19(土)終日、日程確保したとのこと。

詳細決まり次第連絡する。構造部会に調整依頼した構造系の記念講演についても五十子常

議員により検討中であるとのこと。その他、渡辺常議員が窓口となって東北芸工大・志村

常議員・三浦秀一氏と検討を進める。年明けにはある程度のプログラム（時間割）を提示

したいとのこと。 

5) 2010 年度総会について 
 五十子常議員より企画内容について相談がなされ意見交換を行った。特に細項目の分担、

表彰関連など。関連催事（パネルディスカッション）については実施しない方向で考えて

いるとのことであった。議論の結果、PD なしで準備を進めることとなった。新旧顔合わせ

の常議員会についても午後開催の方向で検討する。 

6) その他 

・支部年報の編集開始 
 担当者（図書・情報：志村常議員）に事務局より連絡する。 

・次回日程 
1 月総務会 1 月 27 日（水）10:00～12:00 
 → 常議員会については 1 月常議員会にて相談する 

 
以上 


